
S E R V I C E  G U I D E  F O R  D E V E L O P M E N T  C O M P A N I E S

受託開発の合意形成を、
AI とカタチにする
発注企業と開発会社が、要件・⾒積・仕様変更・検収まで同じ情報を共有できる AI Agreement Platform

開発会社さま向け

Web制作会社・受託システム開発会社・AI / DXコンサルティング会社さまへ

意思を、カタチに。 Form follows intent.
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

C H A L L E N G E S

受託開発の現場で、こんな消耗はありませんか
要件のすり合わせに時間を取られ、認識のズレが⼿戻りと利益低下の⽕種になる̶̶

“ 発注側から要件定義を丸投げされる

"うちは IT に疎いので、御社で決めてもらえませんか" の⼀点
張り。営業段階から何度もヒアリングを重ね、情報が⾜りない
まま⾒積を出すしかありません。

“ 「⾔った・⾔わない」が後から出てくる

⼝頭やチャットに散らばった合意は後から辿れず、仕様変更の
責任範囲も曖昧に。認識のズレが続くと、顧客との関係までぎ
くしゃくします。

“ ⾒積の根拠が伝わらない

内訳と前提を⽰しても「⾼い」の⼀⾔。受注後に追加要件が噴
き出しても変更費⽤を請求しにくく、無償対応が積み上がりま
す。

“ 検収がずるずる⻑引く

完成の基準がないまま⾛った案件は、想定と違う成果物・検収
の⻑期化・請求の遅延を招き、案件の利益率を確実に削ってい
きます。

AccordNexus は、50社超の開発会社・DX担当者・事業会社への課題ヒアリングをもとに設計しています。

2



AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

B E N E F I T S

受託案件の“消耗”を減らし、利益を守る。
「便利になる」で終わらせず、案件のスコープ・粗利・お客さまとの信頼を守ります

■ 初回ヒアリングの⼯数を減らす

AI が⼀次ヒアリングを代⾏。営業・PM は整
理された要望を確認し、提案に時間を使えま
す。

■ ⾮請求⼯数を減らす

要件書・議事録などの⽂書づくりを⾃動化。
請求できない作業時間を圧縮します。

■ ⾒積の精度と説得⼒を上げる

整理された要件と明確な前提をもとに、構造
化された⾒積・提案を提⽰できます。

■ なし崩しの無償対応を防ぐ

追加要望は変更要求として記録。費⽤・納期
への影響を説明したうえで合意できます。

■ 検収と請求を⻑引かせない

完成基準を先に合意し、チェックリストで消
し込み。検収の⻑期化と請求遅延を防ぎます。

■ スコープと粗利を守る

⼿戻り・無償対応・検収⻑期化を抑え、案件
の利益率と顧客との信頼関係を守ります。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

E X P E C T E D  I M P A C T

導⼊による期待効果
会社の数字と、現場の毎⽇。その両⽅が変わることを⽬指しています

項⽬ 期待効果

初回ヒアリングの時間 30〜50% 削減

要件整理の時間 30〜40% 短縮

⾒積作成の時間 20〜40% 短縮

⼿戻り・認識齟齬 30〜50% 削減

無償の追加対応 20〜40% 削減

検収までの期間 20〜30% 短縮

案件の利益率 5〜15% 向上

営業・PM のあなた⾃⾝も、楽になります

✓ ⼀次ヒアリングは AI に任せて、提案の準備に時間を使え
る

✓ ⾒積は整理された要件とレートカードから。ゼロから作ら
ない

✓ 仕様変更は影響 (費⽤・納期) つきで説明でき、切り出しや
すい

✓ 認識合わせは「同じ画⾯を⾒ながら」で終わる

✓議事録・要件書を何度も作り直す必要がなくなる

※ 数値は導⼊前の想定に基づく「期待効果」であり、実測値ではありません。 導⼊実績の蓄積にあわせて、実測データへ更新していきます。

4



AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

W H Y  N O W

AIで『作る』は速くなった。

だからこそ、『何を作るか』の合意が重要になる。

⽣成AIの普及で、実装そのもののスピードは上がり続けています。開発が速くなるほど、ボトルネックは「作ること」から「何を作るかを合
意すること」へ移ります。

■ 要件の曖昧さ

実装が速くても、要望と違うものを速く作っ
てしまえば、⼿戻りはむしろ増えます。

■ 意思決定の遅れ

速い実装も、「決められない時間」の前では
⽌まります。決める仕組みが必要です。

■ 完成基準の不明確さ

「何をもって完成か」が決まらないまま、検
収と請求だけが⻑引いていきます。

AccordNexus は、コードを書く AI ではありません。

『要望 → 要件 → 合意 → 変更 → 検収』を構造化する、合意形成のための AI プラットフォームです。

AccordNexus は、50社超の開発会社・DX担当者・事業会社への課題ヒアリングをもとに設計しています。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

W H A T  I S  A C C O R D N E X U S

AccordNexus とは
発注企業と開発会社が同じ場所で要件・⾒積・進捗を確認する、IT開発の合意形成プラットフォーム

従来 発注企業側
メール・Excel・議事録・チャット

開発会社側
要件書・⾒積書・PMツール・社内資料✕

双⽅が別々の情報を持つため、認識がずれ、「⾔った・⾔わない」が⽣まれる

▼

AccordNexus

発注企業 開発会社

同じ「案件ルーム」を⾒ながら進める

✓ 同じ要件 ✓ 同じ⾒積前提 ✓ 同じ意思決定

✓ 同じ未決事項 ✓ 同じ変更履歴 ✓ 同じ完成基準

「何を・いくらで・いつまでに・どう変わったか」が、双⽅から常に同じに⾒えます

発注者と開発会社が、同じものを⾒ながら進める。
どちらか⼀⽅だけを⽀援しても、すれ違いは解決できません。だから AccordNexus は両⽅をつなぎます。

6



AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

H O W  I T  W O R K S

案件を作って、顧客を招待するだけ。
最短5分で案件を開始。今の業務フローを⼤きく変える必要はありません

あなた

招待する

案件ルームを作り
顧客を招待するだけ

AI が代⾏

AIが聞く

⼀次ヒアリングを AI が実施
要望が構造化されます

あなた

提案する

整理された要件をもとに
⾒積・提案

⾃動で記録

合意を残す

決定・変更・費⽤・納期を
⼀元管理

顧客と⼀緒に

検収する

合意した完成基準に
沿ってクローズ

営業の聞き取りから、納品後の「⾔った・⾔わない」まで ̶ 1案件の合意を、ひとつの場所で。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

B E F O R E  /  A F T E R

1案件の流れが、こう変わる
転記・⼆重管理・「⾔った・⾔わない」が、仕組みごとなくなります

これまで ̶ ツールも記録もバラバラ

⽇程調整

初回ヒアリング

追加ヒアリング

要件書づくり

⾒積

メール・チャットで仕様変更

議事録づくり

PMツールへ転記

検収で再び認識合わせ

▶

AccordNexus ̶ 同じ案件ルームで完結

1 顧客を招待

2 AIヒアリング AI が代⾏

3 要件概要書 ⾃動⽣成

4 ⾒積・合意 前提つき

5 変更・進捗管理 履歴が残る

6 検収 合意した基準で

要望・要件・⾒積・変更・検収が、同じ案件ルームでつながる

8



AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

F E A T U R E  0 1

AI ヒアリング ̶ ⼀次ヒアリングを AI に任せる
Starter プラン〜

AI エージェントが発注企業の担当者をインタビューし、要望を構造
化。打ち合わせの前に、要件概要書の下書きまで⼿に⼊ります。

■ テキストでも⾳声でも ̶ 顧客は好きな時間に、対話しながら要望を
整理できます

■ 案件カテゴリ別のテンプレート ̶ HP制作・WordPress・業務シス
テムなど、聞くべき項⽬を⾃動で切り替え

■ 聞き漏らしを防ぐ ̶ 必要な項⽬が埋まるまで AI が深掘り。確度も記
録されます
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

F E A T U R E  0 2

要件概要書 ̶ 合意できる⽂書を⾃動⽣成
Starter プラン〜

ヒアリング結果から要件概要書を⾃動⽣成。プロジェクトの⽬的、機
能要件、業界特有の注意点まで、キックオフ前に案件の全体像をつか
めます。

■ 体系的にまとまる ̶ ⽬的・機能要件・⾮機能要件・制約条件・画⾯
設計など、受注に必要な要素が最初から整理されています

■ AI レビュー (Business) ̶ 抜け漏れ・⽭盾の指摘に加え、関連する
法務・業界上の確認観点やリスク候補を提⽰します

■ 業務フロー図・デザインへ展開 ̶ 要件から画⾯遷移図やワイヤーフ
レームなど、画⾯設計にも対応しています
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

F E A T U R E  0 3

議事録・合意ログ ̶ 「⾔った・⾔わない」をなくす
Growth プラン〜

会議の録⾳・⽂字起こしから、決定事項・リスク・TODO を AI が抽
出。⼈⼿での修正も履歴つきで残ります。

■ ⻑時間の会議もそのまま ̶ ⼤容量の⾳声・動画ファイルの⽂字起こ
しに対応。ビデオ会議も内蔵 (Business)

■ 決定・未決・宿題を⾃動抽出 ̶ 会話の中の合意事項とリスクを⾒逃
しません

■ 変更履歴を追記型で保持 ̶ 上書きせず記録するため、後から経緯を
そのまま遡れます
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

F E A T U R E  0 4

⾒積・発注 ̶ 要件と地続きの商談管理
Starter プラン〜

合意済みの要件から⾒積へ。前提の⾒える⾒積は、値引き圧⼒ではな
く納得で決まります。

■ レートカード式の⾒積 ̶ 単価表×⼯数で内訳と前提を明⽰。属⼈
的な "どんぶり" から卒業

■ NDA・発注確定・変更要求 ̶ 契約まわりの合意も案件ルームの中で
完結

■ 変更は変更として管理 ̶ 追加要望の影響 (費⽤・納期) を説明したう
えで合意。なし崩しの無償対応を防ぎます
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

F E A T U R E  0 5

開発管理と検収 ̶ 要件から、揉めないクローズまで
Growth プラン〜

確定した要件からユーザーストーリー・タスクへ展開し、完成基準の
合意まで⼀気通貫。実⾏も検収も、要件とつながったまま進みます。

■ WBS・ガント・カンバン・スプリント ̶ ユーザーストーリー / 受
⼊テストを⽣成し、チームのやり⽅に合わせて管理

■ 検収チェックリスト ̶ 完成基準を先に合意し、要件由来の項⽬を双
⽅で消し込み

■ トレーサビリティ ̶ 要望→要件→タスク→検収のつながりをいつで
も遡れます

■ 顧客への⾒せ⽅をコントロール ̶ 開発の細部は開発側だけに表⽰。
顧客には進捗の要点だけを共有
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

W H Y  A C C O R D N E X U S

既存ツールとの違い
PMツールは「作る」を管理する。AccordNexus は「何を作るか」の合意から管理する。

⼀般的な案件運営 AccordNexus

要件 Word / Excel で作成し、メール往復で更新 ✓要望からつながる要件概要書。来歴つき

会議 Web会議 + 別ツールで議事録を作成 ✓会話から合意ログへ。決定・未決・宿題が残る

⾒積 Excel / PDF。前提は⼝頭で補⾜ ✓要件と⾒積前提がつながる。変更も履歴に

進捗管理 別の PM ツールへ⼿作業で転記 ✓要件からタスク・検収までつながる

変更 メール / チャットに埋もれる ✓変更理由・費⽤・納期を履歴として残す

ツールを⼀つにすることではなく、『合意のつながり』を⼀つにする。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

V I S I O N

AccordNexus が⽬指す世界
個別の機能ではなく、企業間プロジェクトの「合意インフラ」を⽬指しています

現在

メール・Excel・チャット・議事録・PMツール̶
情報が分散し、企業間で認識がずれる

▼

AccordNexus

要望・要件・⾒積・変更・進捗・検収を、
⼀つの案件ルームにつなぐ

▼

これから

AI が要件の抜け漏れやリスクの発⾒を⽀援し、
発注企業と開発会社が同じ場所でプロジェクトを進める
企業間プロジェクトの「合意インフラ」へ

AI は「合意形成の⽀援」へ進化します

✦ 要件の抜け漏れ検知

✦ 仕様変更の影響分析

✦ リスクの⾃動提⽰

✦ 未決事項の抽出

✦ 過去案件との⽐較

※ 抜け漏れの指摘・未決事項の抽出などは提供済み。その他は今後順次拡充
します

単なる AI チャットではなく、AI が合意形成そのものを⽀援するプラットフォームへ。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

S E C U R I T Y  &  T R U S T

安⼼してお使いいただくために
顧客の事業情報を預かる前提で、アクセス制御と履歴の仕組みを設計しています

■ 会社・案件単位のデータ分離
データベースの⾏レベルでアクセスを制御 (RLS)。他社の案件・⾃社
の無関係な案件は、仕組み上参照できません。

■ ⼆要素認証 (MFA)
認証アプリによるワンタイムコード (TOTP) に対応。パスワードだけ
に頼らないログイン保護を提供します。

■ きめ細かな権限管理
代表者・管理者・メンバーの3層の権限と部署単位の管理に対応。閲
覧・編集できる範囲を役割ごとに絞れます。

■ 変更履歴の保全
合意や変更の履歴は追記型で保持し、上書きしません。「いつ・誰
が・何を合意したか」を後から確認できます。
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AccordNexus ̶ 意思を、カタチに。

P R I C I N G

料⾦プラン
ご契約は開発会社さま単位。発注企業さまの参加に費⽤はかかりません。

Starter
要件整理・⾒積・変更管理をまず標

準化したい⼩規模チーム

\9,800 /⽉ (税抜)

3案件ルーム・3ユーザー

■ AIヒアリング / フォーム作成

■要件概要書

■案件ルーム・ドキュメント

■NDA・⾒積・発注・変更要求

■課題・リスク台帳

おすすめ

Growth
要件整理から開発管理・検収まで⼀

つにつなげたい開発会社

\29,800 /⽉ (税抜)

10案件ルーム・10ユーザー

■ Starter の全機能

■業務フロー図・デザイン

■議事録・会議予約・⾳声ファイ
ル

■開発管理: WBS・ガント・カン
バン・スプリント

■検収・トレーサビリティ / レ
ポート

Business
複数案件・複数メンバーで⾼度な分

析や会議まで使いたい組織

\49,800 /⽉ (税抜)

30案件ルーム・50ユーザー

■Growth の全機能

■ビデオ会議

■⾼度な分析:
要件概要書の AI レビュー

■⾼度な分析: 業界ナレッジ

Enterprise
請求書払いや個別要件など、組織の

ルールに合わせたい企業

個別⾒積
数量は個別にご相談

■Business の全機能

■数量上限は個別契約で設定

■請求書払い (銀⾏振込) が標準

■導⼊⽀援・個別サポート

✓ 次の 1 案件で、30⽇間無料で試せます (カード登録不要) ✓ 発注企業さまは追加費⽤なし ✓ 請求書払い: Enterprise は標準・他はご相談
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まずは、1 案件だけ
お試しください

今の業務フローを⼤きく変える必要はありません。最短5分で最初の案件を開始できます
30⽇間無料・クレジットカード不要。導⼊のご相談・デモのご希望もお気軽にどうぞ

認識齟齬のないプロジェクトを、AccordNexus で体験してください。

1案件を無料で始める
app.accordnexus.com サービス詳細 www.accordnexus.com

意思を、カタチに。 Form follows intent.

株式会社AccordNexus

https://app.accordnexus.com/auth/login?mode=signup
https://app.accordnexus.com/auth/login?mode=signup
https://app.accordnexus.com/auth/login?mode=signup
https://www.accordnexus.com/
https://www.accordnexus.com/

